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政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
全
体
の
実
施
状
況
を
分
野
別
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
等
多
角
的
に
分
析
し
、
施
策
の
評
価
を

行
い
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
的
確
に
施
策
へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
責
任
あ
る
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
像
を
策
定
し
た
上
で
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
連
携
す
る
事
業
者
が
全
体
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
と
い
う
制

度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
計
画
を
慎
重
に
検
証
し
、
個
々
の
事
業
者
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
努
力
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
連
携

に
よ
る
効
果
の
あ
る
計
画
の
み
を
認
定
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
企
業
間
を
つ
な
ぐ
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
の
活
用
等
に
よ
り
、
企
業
間
の
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
。 

 

三 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
地
域
コ
ジ
ェ
ネ
を
含
む
熱
利
用
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
等
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
施
策
に
積
極
的
に
取
り
込
む
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資

促
進
策
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。
併
せ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
積
極
的
な
企
業
の
周
知
等
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
組
が
企

業
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
社
会
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
。 

 

四 

試
験
及
び
講
習
を
委
託
す
る
機
関
の
指
定
、
役
員
の
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
役
員
の
構
成
が
公
務
員
退
職
者
に
偏
る
こ
と
な
く
、

多
様
な
経
験
を
有
す
る
人
材
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
任
さ
れ
て
い
る
か
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

五 

連
携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
認
定
制
度
や
荷
主
規
制
の
運
用
等
に
つ
い
て
は
、
基
準
の
明
確
化
と
適
正
な
運
用
に
努
め
、
中
小
事

業
者
等
の
実
情
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
中
小
事
業
者
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
組
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


